
２７か国 ，

アジア∑アフリカ 連合国 同盟国 , ３４ 第一次世界大戦とロシア革命
帝国主義戦争 ６．２８ 事件 帝政ロシア（連合国）

大戦勃発 ７．２８ 墺が に宣戦布告 皇帝

８．４ が独に宣戦布告 ８．１ 独が ， に宣戦布告 １９１４年 ７．３０ 総動員令 ロマノフ朝

８．２３ が独に宣戦布告 ・ ８．１ 独が の中立侵犯し侵入 〔改革派〕

（ 同盟） ９． 会戦で独軍の進撃阻止 将軍 ・ ８．タンネンベルクの戦い 党（カデット）

膠州湾・青島を占領 １０．トルコが参戦 ドイツ軍に大敗 ブルジョワ政党、立憲君主政

南洋諸島占領 西部戦線の膠着 〔革命派〕

１．日本が中国に対し 党 ナロードニキの流れ

の要求 ５．ルシタニア号を独潜水艦が撃沈 東部戦線の膠着 をくむ革命政党

【英・アラブ人】 ５． が参戦 １９１５年 メンシェヴィキ マルトフ指導

協定 三国同盟破棄 １０．ブルガリアが参戦 漸進主義でまず民主主義革命

独立を約束 総力戦 指導

戦争反対、武装革命を主張

仏） ペタン将軍阻止・ ２．独軍の 要塞へ総攻撃

【英・仏・露】 ５．ユトランド沖海戦 〜 総力戦で国民生活は疲弊

協定 英海軍の制海権確立 １９１６年 戦死・戦傷者は膨大な数

秘密に分割協定 ６．連合軍反撃 の戦い ・ 独軍は阻止

【英・ユダヤ人】 １．（米）ウイルソン大統領の「勝利なき平和」演説 臨時政府 帝政を倒す 三月革命 労働者・兵士 ソヴィエト
宣言 ２．独が を宣言 ３．立憲民主党のリヴォフ公内閣 ３． の蜂起 ３．ソヴィエト結成 臨時政府支持

ユダヤ人国家約束 ４． が参戦 ・ 戦争継続・改革は不明確 社会革命党・メンシェヴィキ 多数派

【英・インド】 １９１７年 ７．社会革命党の 内閣 二重権力時代 ４．レーニン帰国し「 」

８．インドに自治の約束 大戦の転機 ボルシェヴィキと対決 全権力をソヴィエトへと主張

【日・米】 ７．ボルシェヴィキの七月蜂起失敗

１１ 協定 １１． ロシア十一月革命 臨時政府倒れる ９．ボルシェヴィキが多数派となる

十一月革命 １１．ソヴィエトの武装蜂起で政権奪取

憲法制定議会 社会革命党多数 「 に関する布告」

１．ウイルソンの「 」提案 １．憲法制定議会を強制解散 「 に関する布告」

３．ロシア共産党に改名（ボルシェヴィキ） 人民 議長 レーニン

３．ブレスト＝ リトフスク条約 ３． 条約 ３．モスクワ遷都 委員会 外務委員

連合国の優勢 １９１８年 対独単独講和・領土割譲 一党独裁体制 民族委員スターリン

９．ブルガリア降伏 １０．トルコ降伏 ４．帝国主義諸国の反革命干渉開始

１１． オーストリア降伏 ８．日・米などの 開始 ・ ・ チェカ 反革命の取締り機関

１１． 軍港の水兵反乱ドイツ革命 各地で反革命軍（白軍）反乱 労働者・農民中心の革命軍

大戦の終結 １１． ドイツ・連合国で休戦条約 帝政倒れる 対ソ干渉戦争
（１９１８〜１９２２）

民族運動の高揚 米） １． 会議はじまる（ドイツ不在） 工業等全産業の国有化

３．朝鮮〕 運動 仏） ６． 条約（対ドイツ） 戦時共産主義 穀物等の強制徴発

５．中国〕 運動 英） ９． 条約（対オーストリア） １９１９年 １９．３ 結成 個人取引の禁止、現物支給

エジプトのワフド党 ２０．１ の発足 １１． 条約 （対ブルガリア） 世界革命をめざす ・

インドの反英運動 １９２０．６． 条約 （対ハンガリー） ２０． ソヴィエト－ ポーランド戦争 リガ条約 生産意欲の減退、農工業生産の縮小

トルコ革命 ヴェルサイユ体制 １９２０．８． 条約 （対トルコ） １９２０年 国内の反革命の動きは、１９２０年までに鎮圧 ・社会不安の増大


